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テーマ 建設プロジェクトにお
ける環境配慮事例 防災に役立つ岩盤力学

知っていますか？こん
なところに役立ってい
る岩盤力学

歴史的鋼橋の調査結果
の公開

研究小委員会報告書の
公開

鉄道のきのう・きょ
う・あした 川の流れをたどって 流れの不思議

がけ崩れ・土石流災害
（土砂災害）は恐ろし
い

委員会
コンサルタント委員会
（環境問題研究小委員
会）

岩盤力学委員会 岩盤力学委員会 歴史的鋼橋調査小委員
会

鋼構造委員の会各研究
小委員会

構造工学委員会鉄道構
造小委員会 水理委員会 水理委員会 水理委員会

対象者 一般市民 一般市民 小中学生

橋梁を専門とする技術
者、歴史的建造物ある
いは遺産に興味のある
一般読者

専門技術者 中学生 小中学生 小中高生 小中学生

委員会内順位 岩盤－１ 岩盤－２ 水－１ 水－２ 水－３

概要

・道路等の建設プロ
ジェクトにおける環境
配慮事例を紹介する。
・現在、コンサルタン
ト委員会環境問題研究
小委員会のホームペー
ジに掲載されている
「建設プロジェクトに
おける環境配慮指針」
を再編集して紹介す
る。

１．岩盤に関わる事故
例
・豊浜トンネル事故等
の事例を挙げ、社会的
に岩盤の健全性を保つ
ことの意義を説明。
２．設計と防災対策の
種類
・岩盤構造物の設計、
補強工法の概略紹介。
３．岩盤力学、岩盤工
学とは
・設計・施工で問題点
とそれらを解決するた
めに岩盤力学・岩盤工
学が重要な役割を果た
していることの説明。
４．岩盤力学委員会で
のこれまでの研究
・これまでに実施され
てきた岩盤崩落等に関
する研究活動の紹介。
５．望まれるリスク評
価のシステム
・適切な構造物管理の
ために求められるリス
ク評価システムの方向
性と検討状況。

・ ノーベル賞を支え
た巨大空洞　～巨大岩
盤掘削空洞スーパーカ
ミオカンデを用いた物
理学観測
・ えっ、華厳の滝が
消える？！　～崖の崩
壊を防ぐ岩盤補強の実
例
・クリーンなエネル
ギーは穴を使っている
～地下揚水発電所の建
設と電力供給に果たす
役割
・将来のトップアス
リートは岩盤工学のお
かげ　～神岡鉱山内跡
を利用したマラソンラ
ンナートレーニング
・日本各地でいい湯だ
な　～大深度ボーリン
グ技術による地元温泉
探し
・スキー場へ日帰り旅
行　～山岳トンネル掘
削技術のシンポが支え
た長大道路トンネル、
鉄道トンネルの建設
等　　事例を紹介

１．平成14年5月に活
動を完了した「歴史的
鋼橋調査委員会」の委
員会成果のひとつであ
る、歴史的鋼橋データ
ベースをｗｅｂ上で利
用できる形で公開する
もの。
現状、鋼構造委員会に
てCD-ROMを作成して成
果の配布に努めようと
しているが、コストお
よび土木学会サーバの
対応の問題からＷｅｂ
での公開を見送った経
緯がある。
今回、Ｗｅｂのコンテ
ンツとして公開できる
のであれば、活用が期
待できるとともに対外
的にもアピールできる
内容と考えられる。

１．講習会またはシン
ポジウムにて配布して
いる研究成果の報告書
を.pdf形式のファイル
で公開するもの。書籍
として販売しているも
の、委員会の性格上公
開していない成果は除
く。
２．研究小委員会の研
究成果を広く活用して
いただくために、可能
な限りウェブ上での公
開を目指すもの。研究
小委員会あるいは鋼構
造委員会として、報告
書作成時の対応は比較
的容易なので、ｗｅｂ
にて公開するための仕
組みを土木学会サイド
で用意いただきたい。

1.鉄道のきのう
・主な建設プロジェク
トと鉄道とのかかわり
を中心に紹介する。
2.鉄道のきょう
・エネルギー、環境、
安全・安心など、現在
の鉄道の取り組んでい
る土木に関連した課題
について紹介する。
3.鉄道のあした
・フリーゲージトレイ
ンやリニアモーター
カーなど、将来の鉄道
技術を紹介する。

１．川の水はどこから
やってくるのでしょ
う．
・水源から河口までの
写真などを掲載し説明
し，湖沼・貯水池など
も含めた水循環につい
て解説する．河川の土
砂輸送についても説明
する．
２．川にはどんな生き
物がいるのでしょう．
・生物図鑑のHPへリン
ク．水質・生態系の説
明とそのモデリング技
術の解説．
３．洪水は怖くないで
すか．
・洪水災害や氾濫の写
真などを掲載、洪水災
害防止のための工法、
構造物などの解説を行
う．
４．川にはどんな植物
があるのでしょう．
・河川の植生の紹介
し，河道内の植生と洪
水流れの関係，自然と
の共生と再生について
解りやすく説明する．

１．渦潮はなぜ起きる
のでしょう。
・細田・木村先生のHP
などをもとに解りやす
く説明する。
２．旗はなぜはためく
のでしょう。
・カルマン渦を解りや
すく説明をする。
３．台風の進路につい
て
・コリオリ力と台風の
進路の説明をする

台風・豪雨・地震に伴
う土砂災害について紹
介して説明．
・全国治水砂防協会の
HPの「土砂災害情報」
ページ、国土交通省砂
防部のページも紹介

評価 　 　
　レベル１ 4,5 ○ ○ ○

　レベル２ ○ 1,2,3 ○ ○ ○ ○

　レベル３ 　

備考
サーバーの実体は変化
ないので現状では難し
い。

サーバーの実体は変化
ないので現状では難し
い。

リンク集は委員会独自
でメンテナンス含め実
施してもらう。

評価凡例　　　　　　 　　　　
レベル１：
レベル２：
レベル３： 22 部門横断的な高い視点からの活動を行うことにより実現できる。

コンテンツ充実のためのアンケート集約結果（１/３）

 委員会独自で実施可能、または、現状のインターネット環境では実現が難しい。
 委員会の協力を得て標準化活動を行った後、各委員会ごとに内容を充実させる。



No. 10 11 12 13 14 15 16 17 18

テーマ いろいろな日本の川 地震・防災おすすめサ
イト

地震と防災に関するト
ピックス２０

地震と防災に関する易
しい用語集

土の不思議：子供のた
めの土質実験 地盤工学マップ 小学校「総合的な学習

の時間」支援 コンクリートのはなし コンクリートパビリオン

委員会 水理委員会 地震工学委員会 地震工学委員会 地震工学委員会 地盤工学委員会 地盤工学委員会 土木教育委員会　生涯
学習小委員会 コンクリート委員会 コンクリート委員会

対象者 小中学生 小中学生・小中学校の
先生・一般市民

小中学生・小中学校の
先生・一般市民

小中学生・小中学校の
先生・一般市民 小学生高学年～中学生 小学生高学年～一般 小学校教諭

小学生（レベル１：個
人的な調査）
一般，小中学生の教
師，小中学生のグルー
プ研究など（レベル
２）

小・中学生（レベル
２）

委員会内順位 水－４ 地震－１ 地震－２ 地震－３ コン－１ コン－２

概要

国土交通省河川局の
ページ（下記）の「百
科事典」のコーナーを
もとに，1級水系・2級
水系について理解して
もらうと同時に，河川
法の紹介なども行う．

地震工学委員会の委員
が、お薦めする地震・
防災に関するインター
ネットサイトを抽出
し、内容を紹介し、リ
ンクを張る。

地震工学委員会の各研
究小委員会と運営幹事
会で、毎年１つずつ、
その年の重大テーマを
設定し、小中学生に解
るように、部分的に
は、小中学校の先生を
通じて解るように、図
表・絵を多く使って、
平易な解説を掲示す
る。

テレビや新聞などに出
てくる「地震と防災に
関する易しい用語」
を、正しく易しく解説
した用語集を掲載す
る。

現在，土木学会関西支
部では，地域の教育委
員会，小学校と一緒に
総合学習用のプログラ
ムを作成しています．
その中で，簡単な土質
実験を通じて，土の不
思議を知ってもらう教
材の作成を進めていま
す．まもなく完成する
見通しです．

これまでに，一般向け
に，地盤工学のことを
わかりやすく解説した
書籍の発行や近畿地方
で地盤工学上特色のあ
る地域を地図上で示
し，個々の点の簡単な
解説を付けたマップを
作成しています．本年
度は，これをWebサイ
トで公開すべく，HP化
を進めています（土木
学会関西支部）．

現場の教諭の悩み
①教本は参考になる
が、具体的なプランは
教諭が立てることにな
る。
②素材（地図、写真、
参考書、材料など）の
取得方法が解らない
③相談する専門家が周
りにいない
④指導する人員がいな
い（面白い企画は人手
が要る）
支援機能を整備するこ
とを提案する

身近なところに，コン
クリート構造物がある
ことを理解してもら
い，コンクリートの役
割や構造物などを紹介
する．
１．コンクリート施工
技術者のこと
２．コンクリートのこ
と
３．コンクリート構造
について
４．いろいろな特殊コ
ンクリート
５．土木技術者になる
には
６．コンクリートで、
何がつくれるか（土木
構造物の紹介）
７．環境にやさしいコ
ンクリート
８．地震に強いコンク
リート
９．土木学会ってなあ
に

　土木・建築の分類を
問わず，コンクリート
を用いた魅力的な国内
外の構造物を，日本地
図を使って紹介する．

評価
　レベル１ ○ ○ ○

　レベル２ ○ ○ ○

　レベル３ ○ ○ ○

備考
リンク集は委員会独自
でメンテナンス含め実
施してもらう。

リンク集は委員会独自
でメンテナンス含め実
施してもらう。

No16の活動の参考とす
る。

No16の活動の参考とす
る。

中心となり、レベル２
のコンテンツ作りも支
援する。

地図表示機能を使うと
独自コンテンツとなり
費用がかかる。
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コンテンツ充実のためのアンケート集約結果（２／３）



No. 19 20 21 22

テーマ 小中学校の総合学習用
教材・副教材の提供

コンクリート・環境
フォーラム 建設技術ネットワーク 電気の出きるまで

委員会
コンクリート委員会
（コンクリート教育研
究小委員会）

コンクリート委員会
（コンクリート教育研
究小委員会）

建設技術研究委員会 エネルギー土木委員会

対象者 小中学校教員
土木・建築以外の専門
知識をもった社会人お
よび土木学会員

一般（土木事業に係わ
る技術者、教員全般、
一般民間人等）

小中学生

委員会内順位 コン－３ コン－４

概要

小中学校教員が求める
テーマなどに関するア
ンケート及びヒアリン
グ調査を行い，教材・
副教材の作成に着手す
る。

１．土木工学において
「環境」問題を解決す
る目的で確立された
（されつつある）要素
技術を紹介する。
２．近未来的に解決を
迫られている「環境」
問題を紹介する。
３．上記のコンテンツ
を基に，時事の「環
境」に関するトピック
スを決め，学会員と一
般の知識人がＷＥＢ上
で議論の行えるフォー
ラムを開催する。

一般人に対する建設技
術提供の場として、以
下のコンテンツを提案
する。「既に、工法・
工種等別に、協会、学
会、発注機関、研究機
関、建設会社等がホー
ムページにより工法・
宣伝・相談等の情報提
供の場を設けている。
従って、土木学会ホー
ムページから、ネット
ワークを利用して各技
術に最適と思われる
ホームページにリンク
を張る」

　発電（水力、火力、
原子力）、流通（送
電、変電）、配電にい
たる一連の流れの中
で、その設備基盤の一
翼を担う土木設備につ
いて紹介する。
１．電気が発電から各
家庭に届くまでを説明
する。
２．水力、火力、原子
力の発電方式や各土木
設備を説明する。
３．電気を発電所から
各家庭に送る流通関連
の設備を説明する。

評価
　レベル１ ○

　レベル２ ○ ○

　レベル３ ○

備考 No.16で実施 ３は、現状でも可能
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コンテンツ充実のためのアンケート集約結果（３/３）


